
第５学年の学習到達目標 

 

 

 

 

第５学年の主な学習内容 

 

身近な英単語や基礎的な表現に触れ、英語の音声やリズムに慣れ親しむだけでなく、英単語の成り立ちや仕組

みに気づくことなどを通して、日本語と英語の共通性や違いなどについて興味・関心を高め、言語運用能力の向

上を図る。 

 

第５学年 英語科 



 

 評価の観点・方法 

(1) 評価の観点 

英語による活動を通して，言語や文化に対する興味・関心を高め，英語を聞いたり話したりする力の基礎を養うとと

もに，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成する。  

(2) 評価の方法 

「英語科」では，数値による評価は行いません。ことばへの関心・意欲・態度のみを評価します。毎時間の授業にお

ける児童の様子や，振り返りカードにおける自己評価や気付きなどから判断します。 

特色ある学習方法 

(1) これまで小学校で取り組まれてきた英語活動を生かし，中学校での英語学習と接続を図る。 

（5年間を見通した目標・内容・指導計画） 

(2)１５分授業（帯時間）における学習 

○英語の音に慣れる。 

○身近な英単語に親しむ。 

① 聞いて意味がわかる。 

② 聞いて音をまねることができる。 

③ 絵を見てそれを英語で言うことができる。 

○英単語のしくみに気付く。例：絵単語カード      

例： starfish(ヒトデ） star ＋ fish 

(3)４５分授業の学習 

○英語の歌                      

例：♪ How’s the weather? 

○英語を聞いて身体表現                

例：英語を聞き，場面や状況をジェスチャーで表す。 

○基礎的な表現を用いてコミュニケーションを図る活動  

例：二人組やグループで対話をするなどの 

(4) １５分の帯時間は学級担任が授業を進めますが，４５分の授業は，英語指導担当の畠山直子先生と学級担任２名で授

業を進めます。また，今年度は，４５分の授業３５回のうち８回程度，英語指導助手（ALT）が配置されます。英語指

導助手（ALT）が配置される日は３人で指導に当たることになります。 

使用教材等 

テキスト，ワークシート，英単語カード（掲示用，児童用） 音声教材(ＣＤ版，コンピュータ活用版)，音楽教材 等  
 

留意事項 

授業時数は，15 分の帯時間における学習週 3 回（15 分×３回×35 週＝３５時間）と，45 分授業における学習週１回

の合計年間７０時間になります。 

 

  

 


